
関

連

事

項

①

平
福
百
穂
の
教
授
就
任

昭
和
七
年
一
月
二
十
日
、
平
福
百
穂
が
教
授
に
就
任
し
、
前
年
死
去
し
た
小

堀
鞘
音
の
後
任
と
し
て
日
本
画
科
の
指
禅
に
当
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

結
城
素
明
の
推
薦
に
よ
る
と
言
わ
れ
る
（
小
高
根
太
郎
著

『平
福
百
穂
』
昭
和
―
-
+

五
年
、
東
京
堂）。

百
穂
は
本
名
貞
蔵
。
明
治
十
年
十
二
月
二
十
八
日
秋
田
県
角
館
町
に
平
福
穂

庵
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
同
二
十
七
年
よ
り
川
端
玉
章
に
師
事
し
、
同
三
十
二

年
に
本
校
日
本
画
撰
科
を
卒
業
し
た
。
翌
三
十
三
年
に
は
結
城
素
明
ら
と
元
声

会
を
結
成
し
て
日
本
画
に
お
け
る
自
然
主
義
運
動
を
始
め
、
同
三
十
五
年
に
は

西
洋
画
撰
科
に
再
入
学
し
て
一
年
間
デ
ッ
サ
ソ
を
学
び
、
ま
た
、
『
新
声
』
、

『
平
民
新
聞
』
そ
の
他
の
挿
絵
に
健
筆
を
揮
っ
た
。
大
正
十
一
年
以
降
は
帝
展

審
査
委
員
を
つ
と
め
、
昭
和
五
年
に
帝
国
美
術
院
会
員
と
な
っ
た
。
晩
年
に
な

る
に
連
れ
て
琳
派
や
大
和
絵
、
南
画
な
ど
、
古
来
の
日
本
画
の
画
風
を
と
り
入

れ
、
事
物
の
内
面
性
を
描
出
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
強
め
、
昭
和
六
年
の
「
刈

そ
の
為
人
は
常
に
余
の
推
服
し
て
措
か
ざ
り
し
所
で
あ
っ
て
、
洵
に
圃
満
玲

瀧
、
接
す
る
者
を
し
て
自
然
に
和
恰
の
感
を
抱
か
し
む
る
も
の
が
あ
っ
た
。

『
温
如
玉
』
と
い
ふ
語
が
あ
る
が
、
そ
の
人
格
か
ら
云
つ
て
も
、
賂
そ
の
風

牢
か
ら
見
て
も
、
之
程
適
切
に
平
一幅
君
を
表
現
す
る
も
の
は
他
に
あ
る
ま
い

と
思
は
れ
る
。

し
か
も
藝
術
家
と
し
て
最
も
尊
ぶ
べ
き
は
、
そ
の
性
行
の
裡

作
風
に
到
達
し
た
。
正
木
直
彦
は

草
」
、
同
八
年
の
「
春
の
山
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
清
々
し
い
趣
を
た
た
え
た

に
一
片
の
市
氣
、
匠
氣
、
街
氣
を
も
留
め
な
か
っ
た
こ
と
で
、
こ
れ
が
そ
の

作
品
に
現
れ
て
か
の
高
潔
な
る
盟
品
を
な
し
て
ゐ
た
こ
と
は
人
の
能
く
知
る

所
で
あ
る
。

（
「
平
福
君
の
憶
出
」
『
ア
ラ
ラ
ギ
特
輯
、
平
福
百
穂
の
念
出
』
昭
和
九
年
三
月）

と
記
し
て
い
る
が
、
教
授
に
招
聘
し
た
理
由
も
恐
ら
く
こ
の
辺
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
待
遇
の
悪
さ
を
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
も
の
も
あ
っ

こ
。
f
 

平
福
霊
伯
が
赦
壇
に

け
ふ
か
ら
美
校
赦
授

〔
マ
マ

〕

平
福
百
穂
盪
伯
は
二
十
一
日
付
で
東
京
美
術
學
校
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
た
、
霊

伯
が
教
育
壇
上
に
乗
り
出
し
て
子
弟
の
教
育
指
導
に
力
を
注
ぐ
こ
と
は
美
術

界
か
ら
大
い
に
期
待
を
か
け
ら
れ
て
い
る

直
轄
學
校
と
い
つ
て
も
さ
す
が
に
特
殊
な
學
校
だ
け
に
そ
の
官
等
、
俸
給

も
圏
抜
け
て
低
く
高
等
官
四
等
十
級
で
、
判
任
官
二
級
の
月
給
百
二
十
五

圃
に
も
足
り
な
い
貧
弱
さ
な
の
は
日
本
霊
培
の
者
宿
も
お
氣
の
毒

（昭
和
七
年

一
月
二
十
二
日
『
読
売
新
聞
』
）

百
穂
は
ア
ラ
ラ
ギ
派
の
歌
人
と
し
て
も
著
名
で
、
ま
た
、

『
日
本
洋
画
曙
光
』

（昭
和
五
年
、
岩
波
書
店
）
の
著
述
も
あ
る
。
本
校
教
授
と
な
っ
た
の
は
最
晩
年

の
こ
と
で
、
既
に
そ
の
頃
か
ら
病
気
の
兆
候
が
現
わ
れ
始
め
、
惜
し
い
こ
と
に

一
年
後
の
昭
和
八
年
十
月
三
十
日
に
は
死
去
し
て
し
ま
っ
た
。
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